Ⅱ―１多様性に応じた学級・授業づくり　☆①－１演習活用型資料

図　感情のタワー
下記の①～⑩に関して、どの段階に当てはまるか、番号を書いてください。

キレる・頭 (あたま)が真 (ま)っ白 (しろ)になる
イライラする・頭 (あたま)にくる
ムッとする・イラッとする・文句 (もんく)を言 (い)いたい
気 (き)にしない・気 (き)にならない

ちょっとかなしい・かなしい
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学校の実態に応じて記述してください。





参考：越智泰子他著（2012）．「授業ですぐ使える！自己肯定感がぐんぐんのびる45の学習プログラム」．
合同出版株式会社

下記の①～⑩に関して、どの段階に当てはまるか、番号を書いてください。

図　感情のタワー










　　　　は、学校の実態に応じて、感情（喜怒哀楽）の段階を言葉にして入れて活用してください。
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学校の実態に応じて記述してください。
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